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３
年
ぶ
り
の
開
催
！

　

笑
顔
と
汗
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

平
成
18
年
度  

第
38
回

椎
葉
村
民
体
育
大
会

　

10
月
８
日
、
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
台
風
災
害
の
影
響
に
よ
り
２
年
連
続
の
中
止
と

な
っ
て
い
た
第
38
回
椎
葉
村
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
陸
上
競
技

や
団
技
な
ど
の
多
彩
な
種
目
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、約
８
０
０
人
の
村
民
が
参
加
。

心
地
良
い
汗
を
か
き
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
村
内
10
地
区
を
６
団
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
勝
敗
を
競
い

合
う
だ
け
で
な
く
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
と
村
民
の
健
康
増
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、３
年
ぶ
り
の
開
催
を
喜
び
合
い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■
総
合
成
績

【
女
子
の
部
】

１
位
：
青
団　

２
位
：
赤
団　

３
位
：
白
団

【
男
子
の
部
】

１
位
：
黄
団　

２
位
：
青
団　

３
位
：
紫
団

【
団
技
の
部
】

１
位
：
赤
団　

２
位
：
青
団　

３
位
：
黄
団

【
総
合
の
部
】　

１
位
：
青
団　

２
位
：
赤
団　

３
位
：
黄
団

■
各
団
の
編
成

青
団
（
上
椎
葉
）

桃
団
（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

白
団
（
不
土
野
・
尾
八
重
）

赤
団
（
尾
向
）

紫
団
（
大
河
内
・
小
崎
・
栂
尾
）

黄
団
（
松
尾
）

▲椎葉豊さん（青団）の選手宣誓で大会がスタート。
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■
個
人
成
績
（
１
位
の
み
）

【
ト
ラ
ッ
ク
の
部
】

共
通
男
子
２
０
０
０
ｍ

米
田　

透
（
黄
）
６
分
05
秒

中
学
女
子
１
０
０
ｍ

甲
斐　

明
季
（
黄
）
15
秒
09

20
代
女
子
１
０
０
ｍ

尾
前　

美
鈴
（
赤
）
16
秒
08

20
代
男
子
１
０
０
ｍ

平
井　
　

慎
（
紫
）
13
秒
37

30
代
女
子
１
０
０
ｍ

寺
原　

美
穂
（
青
）
16
秒
02

30
代
男
子
１
０
０
ｍ

椎
葉　

聖
哉
（
青
）
12
秒
08

40
代
女
子
１
０
０
ｍ

那
須
美
代
子
（
青
）
15
秒
76

40
代
男
子
１
０
０
ｍ

高
島　

清
行
（
青
）
13
秒
72

50
代
男
子
１
０
０
ｍ

宇
賀　

邦
雄
（
青
）
13
秒
92

50
代
女
子
６
０
ｍ

那
須　

邦
子
（
白
）
10
秒
15

中
学
男
子
２
０
０
ｍ

椎
葉
慎
太
郎
（
白
）
25
秒
43

▲子どもと高齢者が一緒に
挑戦した団技「年の差なんて」。

▲大会を盛り上げた黄団の応援
「よさこいソーラン」。

▲うまく行かないところが面白い
団技「なかよしボールリレー」。

▲ゴール直前で逆転劇があった
一般男子800ｍリレー。

共
通
男
子
２
０
０
ｍ

栩
川　

真
（
桃
）
25
秒
28

中
学
生
男
女
混
成
６
０
０
Ｒ

黄
団　

１
分
25
秒

年
代
別
女
子
５
５
０
ｍ
Ｒ

青
団　

１
分
33
秒

年
代
別
男
子
９
０
０
ｍ
Ｒ

赤
団　

２
分
08
秒

一
般
女
子
４
０
０
ｍ
Ｒ青

団　

１
分
04
秒

一
般
男
子
８
０
０
ｍ
Ｒ赤

団　

１
分
48
秒

【
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
】

34
歳
以
下
男
子
砲
丸
投
５
・
45
㎏

河
口　

友
昭
（
黄
）
11
ｍ
21

34
歳
以
下
女
子
砲
丸
投
２
・
75
㎏

　

栩
川
沙
緒
里
（
桃
）
９
ｍ
70

35
歳
以
上
男
子
砲
丸
投
４
・
00
㎏

　

甲
斐　

秀
二
（
黄
）
12
ｍ
76

35
歳
以
上
女
子
砲
丸
投
２
・
75
㎏

　

椎
葉　

優
子
（
白
）
９
ｍ
46

34
歳
以
下
男
子
走
幅
跳

岡
村　

亮
二
（
黄
）
５
ｍ
60

35
歳
以
上
男
子
走
幅
跳

椎
葉　

幸
司
（
紫
）
５
ｍ
40

共
通
女
子
走
幅
跳

尾
前　

慶
子
（
赤
）
３
ｍ
55

共
通
男
子
走
高
跳

甲
斐　

裕
一
（
黄
）
１
ｍ
75

【
小
学
生
学
年
対
抗
】

小
学
１
年
女
子
60
ｍ

尾
前
萌
々
花
（
椎
葉
小
）
11
秒
77

小
学
１
年
男
子
60
ｍ

山
本　

悠
介
（
松
尾
小
）
11
秒
86

小
学
２
年
女
子
60
ｍ

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
）
11
秒
42

小
学
２
年
男
子
60
ｍ

甲
斐　

拓
篤
（
松
尾
小
）
10
秒
96

谷
口　

泰
翔
（
椎
葉
小
）
10
秒
96

小
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

椎
葉　

三
令
（
椎
葉
小
）
17
秒
86

小
学
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

右
田　

悠
晶
（
小
崎
小
）
16
秒
97

小
学
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

尾
前　

佐
知
（
尾
向
小
）
16
秒
83

小
学
４
年
男
子
１
０
０
ｍ

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
小
）
16
秒
61

小
学
５
年
女
子
１
０
０
ｍ

桐
原　

美
優
（
椎
葉
小
）
16
秒
17

小
学
５
年
男
子
１
０
０
ｍ

湯
川　

達
也
（
椎
葉
小
）
16
秒
69

小
学
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

那
須　

結
香
（
鹿
野
遊
小
）
15
秒
53

小
学
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

中
瀬　

大
士
（
小
崎
小
）
15
秒
80

【
団
技
の
部
】

一
般
団
技「
な
か
よ
し
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
」

優
勝　

赤
団

一
般
団
技
「
ナ
イ
ス
イ
ン
」優

勝　

赤
団

一
般
団
技
「
年
の
差
な
ん
て
」

優
勝　

青
団

一
般
団
技
「
み
ん
な
で
リ
レ
ー
」

優
勝　

紫
団

一
般
団
技「
平
家
の
里
つ
な
ひ
き
合
戦
」

優
勝　

青
団

【
公
民
館
対
抗
団
技
】

「
お
ら
が
館
長
№
１
」

優
勝　

大
河
内
公
民
館

※
種
目
・
氏
名
・（
所
属
団
）・
記
録

※ 

新 

は
大
会
新
、
タ 

は
大
会
タ
イ

新

新 タ

新新

新 新
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９
月
28
日
、
村
体
育
館
で
村
高
齢
者

福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
予
定
の
同
18
日
（
敬
老
の
日
）
か
ら

台
風
接
近
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
に
は
村
内
65
歳
以
上
の
高
齢

者
や
地
域
住
民
、
福
祉
関
係
者
な
ど
約

７
０
０
人
が
来
場
。
高
齢
者
に
よ
る
活

動
発
表
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
椎
葉
の
昭
和
30
年
前
後

を
撮
影
し
た
ふ
る
さ
と
写
真
展
な
ど
多

彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
に

村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
村

内
に
住
む
１
０
０
歳
以
上
の
方
の
紹
介

や
村
内
小
学
生
に
よ
る
感
謝
の
作
文
朗

読
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
村
全
体
で
祝
福

し
ま
し
た
。
本
村
に
お
け
る
９
月
１
日

現
在
の
65
歳
以
上
人
口
は
、
１
，
２
７
８

人
。
高
齢
化
率
34
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
村
老
人
ク
ラ
ブ
の
尾
川　

源
会

長
（
三
方
界
）
は
、「
２
年
連
続
の
台
風

災
害
か
ら
日
々
復
興
へ
近
づ
い
て
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
大
変
な

時
期
に
私
た
ち
高
齢
者
の
た
め
に
盛
大

な
催
し
を
開
い
て
も
ら
い
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
国
道
２
６
５
号
の
中
椎

葉
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
８
７
８
ｍ
）
が
完

成
し
、
総
延
長
１
０
８
０
ｍ
の
中
椎
葉

バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
こ

の
バ
イ
パ
ス
は
日
向
市
や
熊
本
県
と
本

村
中
心
部
を
結
ぶ
基
幹
道
路
で
あ
り
、

ひ
む
か
神
話
街
道
と
も
つ
な
が
る
重
要

な
観
光
ル
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
通
行
し
て
い
た
中
椎
葉
隧ず

い

道ど
う

は
一
車

線
で
片
側
通
行
、
さ
ら
に
３
・
５
ｍ
の

高
さ
制
限
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
開
通
に
よ
り
こ
れ
ら
の
交
通
支
障

が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は
、
平
成

13
年
度
か
ら
こ
の
事
業
を
進
め
て
き
た

県
土
木
部
関
係
者
の
ほ
か
、
村
長
や
地

権
者
な
ど
30
人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
パ
レ
ー
ド
を
し
て
完
成
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。
以
前
よ
り
通
行
時
間
が
２

分
短
縮
さ
れ
、
災
害
に
強
い
道
路
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
み
ん
な
で
祝
福

椎
葉
村
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り

待
望
の
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

 

中
椎
葉
ト
ン
ネ
ル
完
成

▲村内から多くの高齢者が参加し
賑わいました。

▶
椎
葉
晃
充
村
長
が
も
う
す
ぐ
百
歳
を

　

迎
え
る
参
加
者
最
高
齢
の

　

松
岡
サ
ン
さ
ん
（
下
松
尾
）
を
祝
福
。

▶
村
長
や
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

▲大型車もスムーズに通行できるように
なった中椎葉バイパス。
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９
月
21
日
、
国
道
３
２
７
号
沿
い
の

村
物
産
セ
ン
タ
ー
平
家
本
陣
前
で
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
運
動
期
間
中
（
９
月
21
日
〜
９
月
30

日
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
交
通
安
全　

ゆ
ず
る
優
し
さ　

待
つ
ゆ
と
り
」。
街

頭
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
な

ど
運
動
の
重
点
目
標
を
通
行
中
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
災
害
復
旧
工
事
の
ピ
ー
ク
や

本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

影
響
に
よ
り
交
通
量
が
増
加
。
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
相
手
を
思
い

や
る
交
通
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
村
民
の

皆
さ
ん
も
期

間
中
に
か
か

わ
ら
ず
、
交

通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
や

子
ど
も
へ
の

配
慮
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
で

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

村
内
全
地
区
で

　

交
通
座
談
会

め
ざ
せ
宮
崎
県
一
！

　

椎
茸
生
産
者
研
修
大
会

椎
葉
村
老
人
ク
ラ
ブ
が

　

県
知
事
表
彰

　

９
月
20
〜
30
日
に
か
け
て
村
内
全

地
区
で
平
成
18
年
交
通
座
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
交
通
安
全
協

会
椎
葉
支
部
が
交
通
安
全
の
啓
発
と
本

村
の
現
状
把
握
の
た
め
に
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
村
内
全
域
で
延
べ

７
０
８
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

各
会
場
で
は
交
通
安
全
に
関
す
る
映

画
の
上
映
や
宮
崎
県
警
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
優
良
運
転
者
の
表
彰
、
各
地
域

に
お
け
る
問
題
点
な
ど
を
協
議
し
た
座

談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始

ま
る
神
楽
や
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
飲
酒

す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
が
、
全
国

的
な
問
題

と
な
っ
て

い
る
飲
酒

運
転
。
決

し
て
ハ
ン

ド
ル
を
握

ら
な
い
よ

う
互
い
に

注
意
し
た

い
も
の
で

す
。

　

９
月
26
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
平

成
18
年
度
椎
葉
村
椎
茸
生
産
者
研
修
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
村

椎
茸
部
会
（
中
瀬
裕
会
長
）
が
主
催
し

た
も
の
で
、
村
内
の
生
産
者
や
関
係
者

な
ど
80
人
が
出
席
。
県
経
済
連
椎
茸
流

通
セ
ン
タ
ー
の
野
崎
修
氏
に
よ
る
情
勢

報
告
、
ま
た
先
進
地
で
あ
る
諸
塚
村
椎

茸
選
別
場
の
甲
斐
健
二
氏
を
招
い
て
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
県
品
評
会
で
は
諸
塚
村
に

次
ぐ
総
合
２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

本
村
椎
茸
は
品
質
に
つ
い
て
は
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
が
、
課
題
と
し
て
選

別
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
瀬
会
長
は
「
こ
の
研
修
会

で
技
術
の
向

上
を
図
り
、

来
年
こ
そ
は

宮
崎
県
一
を

目
指
し
て
所

得
向
上
に
つ

な
げ
た
い
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

宮
崎
市
で

こ
の
ほ
ど
開

催
さ
れ
た
第

31
回
宮
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
、
本

村
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
が

高
い
評
価
を

受
け
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
３
日
、
役
場
村
長
室
で
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
椎
葉
晃
充
村
長
よ
り
受

賞
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
宮
崎
県
知
事
表
彰

【
団
体
の
部
】
松
尾
松
竹
会

【
個
人
の
部
】
尾
川　

源
さ
ん

（
尾
前
年
輪
会
）

■
宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　

那
須
善
次
郎
さ
ん

（
尾
八
重
ひ
え
つ
き
会
）

　

黒
木　

緑
さ
ん
（
仲
塔
長
寿
会
）

　

甲
斐
哲
雄
さ
ん
（
向
山
福
寿
会
）

　

右
田
房
代
さ
ん
（
大
河
内
長
寿
会
）
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10
月
24
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
右
田

美
佐
子
会
長　

14
グ
ル
ー
プ
）
と
平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が

主
催
。
事
前
に
公
募
し
た
料
理
と
加
工
品
の
各
４
部
門
に
同
グ

ル
ー
プ
や
一
般
の
方
か
ら
56
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
家
や
村
内
の
旅
館
民
宿
組
合
な
ど
８
人
の
審
査
員
が
試

食
し
な
が
ら
、
味
・
外
観
・
食
材
・
独
創
性
な
ど
に
つ
い
て
審

査
。
結
果
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
同
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
入
賞
し
た
加
工
品
部
門
に
つ
い
て
は
商
品
に
村
の

認
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
早
け
れ
ば
11
月
10
日
に
始
ま
る
平
家

ま
つ
り
の
会
場
で
販
売
さ
れ
ま
す
。■最優秀賞　「練りみそ」

桑の実会

■最優秀賞　「完熟梅ジャム」
むらおこしグループ夢織会

■最優秀賞　「よもぎのババロア」
椎葉喜久子さん（松木）

椎
葉

平
家
ま
つ
り

特
産
品

コ
ン
テ
ス
ト

2006

【
加
工
品
部
門
（
漬
物
・
総
菜
）】

【
加
工
品
部
門
（
菓
子
）】

【
料
理
部
門
（
デ
ザ
ー
ト
）】

■最優秀賞　「あんかけイモ姫」
河野美津代さん（岩屋戸下）

【
料
理
部
門
（
ご
飯
・
お
か
ず
）】

【加工品部門（菓子）】
■優秀賞「梅干ジャム・梅酒梅ジャム」
むらおこしグループ夢織会

【料理部門（ご飯・おかず）】
■優秀賞「椎葉特産たっぷりゼリー」
上椎葉児童館ママチーム

【加工品部門（漬物・総菜）】
■優秀賞「こんにゃく」

山ゆり会

【料理部門（デザート）】
■優秀賞「青梅大福」
中竹　栄さん（栗ノ尾）
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国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

椎
葉
神
楽
が
始
ま
り
ま
す

　

ま
も
な
く
１
年
を
締
め
く
く
る
祭
り
「
神
楽
」
の
季
節
が
訪
れ
ま
す
。
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
椎
葉
神
楽
。
平
成
３
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
村
内
27
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
の
祭
り
に
は
、
山
の
暮
ら
し
や
神
の

信
仰
を
表
す
椎
葉
独
自
の
文
化
と
歴
史
が
刻
ま
れ
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
行
わ
れ
る
神
楽
の
日
程
や
会
場
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

11
月

日程 神楽名 神楽宿 代表者

18日〜 19日 奥 村 神 楽 民　家 那須　辰夫

22日〜 23日
栂 尾 神 楽 栂尾神社拝殿 黒木武太郎

村 椎 神 楽 間柏原集会センター 椎葉　　告

23日
（昼神楽・地元のみ）

畑・鳥の巣神楽 畑・鳥の巣公会堂 椎葉　　誠

25日
（夜中まで）

栗の尾神楽 栗の尾営農研修センター 中竹　数夫

25日
（昼間・地元のみ）

合戦原神楽 合戦原王宮神社拝殿 黒木　武男

25日〜 26日 小 崎 神 楽 小崎神社 右田　幸一

12
月

２日
（昼間、地元のみ）

大河内神楽 大河内神社拝殿 椎葉　順一

２日〜３日

嶽の枝尾神楽 民　家 椎葉　和男

不土野神楽 不土野集会センター 椎葉　邦博

向山日添神楽 峰越の館（向山日添公民館）椎葉　吉人

９日
（夜中まで）

古枝尾神楽 古枝尾集会センター 那須　宗則

９日〜 10日

尾 前 神 楽 尾前神社拝殿 尾前　秀久

大 薮 神 楽 大藪集会センター 高松今朝光

上椎葉神楽 民　家 椎葉　信紘

10日
（昼神楽）

水 越 神 楽 水越営農センター 那須　照賢

16日〜 17日
十根川神楽 十根川神社拝殿 那須　良市

向山日当神楽 向山日当集会センター 椎葉　芳一

23日〜 24日
追手納神楽 会場未定 椎葉　道生

夜狩内神楽 夜狩内集会センター 那須　朝光

未
定

仲 塔 神 楽 黒木　福美

矢 立 神 楽 椎葉　真吾

木 浦 神 楽 那須　義美

胡摩山神楽 那須　義雄

財 木 神 楽 那須　福美

若 宮 神 楽 山中　　登

松 木 神 楽 椎葉　隆信

※日程の変更もありますので、事前に確認をお願いします。
■問い合わせ先：椎葉民俗芸能博物館
　（TEL０９８２−６８−７０３３　FAX０９８２−６８−７０３１）

（平成18年10月末現在）

平成18年度椎葉神楽日程表

ご存じですか？ 神楽見学のエチケット
①神楽は集落の例祭です。地元のお祭りに参加する気持ちを

　持ちましょう。

②地元のお祭りでは、１人あたり供物（焼酎２升程度）か金

　一封（２〜３千円程度）を持っていく習わしになっています。

③10名以上の団体の方は、事前に保存会へ連絡してください。

④ビデオや写真撮影をされる方は、事前に保存会・神楽宿の

　了解を得てください。
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椎葉
晃充
村長の

10月
の
動き

３日　老人クラブ表彰伝達式

　　　（村長室）

11日　中椎葉トンネル開通式

　　　（中椎葉）

12日　県選出国会議員要望活動

　　　（東京都）

16日　道路整備促進大会（宮崎市）

17日　国有林野所在市町村有志会

　　　（宮崎市）

20日　民生委員児童委員郡ブロック

　　　研修（村開発センター）

22日　日向村人会（日向市）

24日　臨時議会（議場）

　　　椎葉平家まつり2006特産品

　　　コンテスト（村開発センター）

27日　戦没者追悼式

　　　（村開発センター）

▲審査員を務めた
特産品コンテスト（24日）

　

椎
葉
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
携
帯
電
話

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
て
情
報
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
村
民
ブ
ロ
グ

（
参
加
者
募
集
中
）
な
ど
新
し
い
コ
ー

ナ
ー
も
始
ま
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
役
場

企
画
観
光
課
（
☎
０
９
８
２

－

６
７

－

３
２
０
３
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

http://www.vill.shiiba.
miyazaki.jp

へ今すぐアクセス

椎
葉
村
公
式
Ｈ
Ｐ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

と　

き　

平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）

　

と
こ
ろ　

椎
葉
村
体
育
館

　
　
　
　
　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

準
優
勝　

尾
向
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

第
３
位　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

第
４
位　

小
崎
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同

　
　
　
　
　

好
会
（
オ
ー
プ
ン
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

■
剣
道

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

椎
葉
小
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

第
３
位　

椎
葉
小
少
年
剣
道
Ｂ

　

第
４
位　

尾
向
少
年
剣
道

【
個
人
戦
】

・
１
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前
萌
々
花
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

黒
木　

響
生
（
小
崎
）

　

第
３
位　

那
須　

澪
佳
（
小
崎
）

・
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前　

篤
了
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須　

杏
理
（
小
崎
）

　

第
３
位　

甲
斐
真
菜
佳
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

尾
前
さ
く
ら
（
尾
向
）

・
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

長
友　

沙
樹
（
椎
葉
）

　

第
３
位　

尾
前　

彩
夏
（
椎
葉
）

・
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

章
和
（
小
崎
） 

　

準
優
勝　

椎
山
晋
之
介
（
椎
葉
）

　

第
３
位　

尾
前
ち
は
る
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

黒
木　

大
希
（
小
崎
）

・
６
年
生
の
部    

　

優　

勝　

那
須　
　

俊
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

椎
葉　

康
平
（
椎
葉
）

　

第
３
位　

椎
葉
裕
二
郎
（
椎
葉
）

※
２
年
生
の
部
は
出
場
者
な
し

椎
葉
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

秋
季
大
会
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広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより
広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより
　

畑
鳥
ノ
巣
・
榎
峠
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
松
寿
会
（
24
人
）
は
、
花
い
っ

ぱ
い
推
進
運
動
で
県
知
事
表
彰
を
受
け
る
な
ど
と
て
も
元
気
な
皆
さ
ん
で

す
。
毎
年
夏
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
生
き
生
き
サ
ロ
ン
の
交
流

会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
14
人
の
子
ど
も
た
ち
と
水
鉄
砲
や
縄
跳
び
、
竹
ト
ン
ボ
飛
ば
し
な

ど
昔
の
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
中
で
も
１
番
人
気
の
水
鉄
砲
遊
び
で

は
、
水
を
掛
け
合
い
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
少
年
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も「
楽

し
か
っ
た
。
来
年
も
ま
た
遊
び
に
来
た
い
。」
と
お
礼
の

作
文
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
松
寿
会
の
皆
さ
ん
も
来

年
は
何
を
し
よ
う
か
と
今
か
ら
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

サ
ロ
ン
の
あ
る
日
が
と
て
も
待
ち
遠
し
い
よ
う
で
す
。

（
松
尾
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

中
竹　

栄
）

生
き
生
き
サ
ロ
ン
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流

家
庭
学
習
の
充
実
を

　

先
月
号
で
、
村
内
小
中
学
生
の
家
庭

学
習
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
そ
の
こ
と
と
関
連
し

て
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
関

わ
っ
て
い
る
時
間

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
左
図

（
１
日
２
時
間
以
上
視
聴
）
の
と
お
り

で
す
。 

前
回
の
「
家
庭
学
習
が
で
き

て
い
る
か
」
の
結
果
で
、
小
学
６
年
と

中
学
２
年
の
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
た
事

と
深
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
中
身
を
詳
し
く
分
析
し
て
み

る
と
、
小
学
校

で
は
、
学
年
が

上
が
る
に
従
っ

て
１
日
の
平
均

視
聴
時
間
も

増
え
、
３
時
間

以
上
と
答
え
た

児
童
が
４
年

生
22
％
、
５
年

生
18
％
、
６
年

生
が
21
％
で
し

た
。
中
学
生
は

３
時
間
以
上
が
１
年
生
14
％
、
２
年
生

24
％
、
３
年
生
９
％
で
し
た
。
一
方
で

全
く
な
い
と
い
う
児
童
生
徒
も
少
数
な

が
ら
み
ら
れ
ま
す
。

■
我
が
家
の
ル
ー
ル
を
決
め
よ
う

　

中
学
３
年
生
は
、
３
ヶ
月
後
に
は
高

等
学
校
入
学
試
験
が
始
ま
り
ま
す
。
自

分
の
将
来
も
含
め
た
進
路
目
標
達
成
の

た
め
に
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
時
期
、
最
も
大
き
な
悩
み
は
試

験
に
合
格
で
き
る
か
ど
う
か
、
学
力
の

問
題
で
す
。

　

義
務
教
育
９
年
間
の
勉
強
量
を
３
〜

４
ヶ
月
の
短
期
間
で
取
り
戻
す
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
毎
日
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
す
る
た
め
に
「
我
が
家
の

ル
ー
ル
」
を
話
し
合
い
、
ぜ
ひ
、
具
体
的

な
約
束
事
を
決
め
て
実
践
し
ま
し
ょ
う
。▲松尾中の授業の様子。

②

椎
葉
村
小
中
学
校
長
会

　

９
月
24
日
、
椎
葉
小
で
第
39
回
上
椎
葉
公
民
館
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
年
連
続
の
中
止
で
寂
し
か
っ
た
分
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
各
団
に
別
れ
て
競
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夜
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
応
援
の
練
習
を
し
た
り
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
と
普
段
で
き

な
い
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
容
も
い
ろ
い

ろ
工
夫
さ
れ
て
、
老
若
男
女
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

そ
し
て
、翌
週
の
10
月
１
日
は
椎
葉
小
運
動
会
。少
々
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、

み
ん
な
が
見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
の
力
を
一
生
懸
命
に
出
し
切
っ
て

い
ま
し
た
。
運
動
会
に
は
椎
葉
中
生
徒
も
参
加
し
ま
し

た
が
、
そ
の
成
長
の
速
さ
に
は
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
。

後
片
付
け
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
て
大
変
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
訪
れ
た
地
域
の
方
か
ら
椎
葉
小
の
子
ど
も

た
ち
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ
た
と
お
褒
め
の
言
葉
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
気
持
ち
の
い
い
運
動
会
で
し
た
。

（
上
椎
葉
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

尾
前
聡
子
）

楽
し
か
っ
た
運
動
会

テレビ・ゲーム視聴時間（1日２時間以上）
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Anna  Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

Over the last few weekends I have had the pleasure of attending both Shiiba-chu and Matsuo-chu sports festivals and the 

village sports day.  I am not sure if all chugakko sports days across Japan are like these but I am sure they all have their 

own idiosyncrasies that make them so much FUN!! full of energy and a fantastic part of what Japan is so famous for ‘team 

work’ as opposed to individualism.

Both sports days were packed full of events for everyone! From pre-school kids to primary school, right through to the 

adults and the elderly. I was impressed that everyone was included which made for even more fun. Three games stand out 

most and they were ‘the Caterpillar relay (Mukade koso),‘Tug of war’ (Tsunaheki) and ‘Ball in the basket’ (Nice-In), of which 

the catching part I was so terrible at. In fact I was so bad at it I was demoted to having my basket taken off me. That was 

hilarious! We don’t have any of these games in New Zealand, so it was a real treat , and I will be sure to introduce them 

when I get back. Along with all the dancing and chanting, marching and music it was truly fantastic and the co-ordination 

amazing!  I was especially moved by the energy and dedication the students put into their practices and how everyone had 

a role, no one was left out.

In New Zealand we have school sports days to see who will qualify for the inter-school sports day. Only the best will go 

through. So perhaps there is a little more emphasis on competition and winning and certainly lacks any form of dancing, 

except maybe a “Haka” !

Well, its nearly Autumn and the night time stream sides are a light with fishermen BBQing their catch in the fresh cool air. 

Whilst hiking on the mountain tops last week to my surprise the leaves had began to take on the autumnal colour hues. 

The Kake (persimmon trees) are full of autumn coloured fruits and about the village the beautiful kimokusai (‘orange 

osmanthus’ or the ‘fragrant Olive’) fills the air with its delicious sent. I think this has to be my favorite season in Shiiba. But 

in saying that it’s a difficult decision.

This is the perfect temperature to bike everywhere so see you all out and about under the autumnal sky!

　この何週間かにかけて、私は椎葉中学校と松尾中学校の体育大会、そして村民体育大会に参加することができ、とても
楽しい時を過ごしました。日本の中学校の運動会が皆こんな感じなのかは分かりませんが、体育大会に参加した人々は皆
同じような特性を持っていると感じました。それは、彼ら参加者を非常に楽しくさせるもので、エネルギーにあふれ、そ
して個人主義とはまったく対極の日本ならではの“チームワーク”を形成する言い表しがたい性質なのです。
　いずれの体育大会も幼児から小学生そして大人から老人まですべての人々が参加できるたくさんの競技でいっぱいでし
た。だれもが浮かれた雰囲気にのまれていることが印象的でした。
　どの体育大会でも行われた競技があり、それは“むかで競争”と“綱引き”、そして“ナイスイン”の３つでした。私は
ナイスインに出場し、ボールを受ける役だったのですが、とてもヘタクソでした。実際なかなかうまくいかず、とうとう
背負っていた籠を肩からはずさなければ入りませんでした。とてもおかしな光景でしたよ！！ニュージーランドではこん
な競技はなかったので、いい経験だったしニュージーランドに帰ったらみんなに教えようと思います。体育大会はダンス
があって、唱和があって、行進があってそして音楽が流れて本当にすばらしく、びっくりするほど調和がとれていました。
私は特に中学校の生徒たちの練習にかけるエネルギーと献身さに特に心を動かされました。彼らは一人一人が役割を持ち、
だれ一人取り残されることはありません。
　ニュージーランドではスポーツ大会の日がありますが、それはだれが全国大会に出場する資格があるかを試すためです。
（種目の）優勝者だけが選ばれました。おそらくそれゆえに競技会としてのそして勝敗に重きをおいているのでダンスなど
のようなものが欠けているのだと思います。ただし、“ハカ”はありますけど。
　さて、ようやく秋になりつつあります。秋の涼しい夜空に広がる天の川が漁師の漁り火のようにきらめいて見えるよう
になりました。先週山の頂上をハイキングしたときに驚いたことに木の葉が紅葉をはじめているのを見て驚きました。柿
の木は赤く色づいた実をたくさんつけ、村のあちこちでは美しい金木犀の花から周囲にいい匂いが漂っています。私は今
のところ、この季節が椎葉で一番好きだと思います（そう言ってしまうのは難しいですが）。
　秋はいろいろな所へハイキングするのにうってつけの季節です。ですから皆さん秋空の下いろいろな所でお会いしま
しょう！！ 和訳：山中千夏さん（桑ノ木原）
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昔
、
松
尾
の
石
原
ち
ゅ
う
所と
け

ぇ
、
左さ

近こ
ん

ち
ゅ
う

名
を
ゆ
う
①
シ
シ
狩
り
の
名
人
が
、
お
っ
た
と
た

い
。
そ
の
人
は
、
狩
の
名
人
で
た
い
、
人
の
知
ら

ん
こ
と
を
ば
、
よ
う
知
っ
と
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

十
二
支
の
干え

支と

と
、
日
に
よ
っ
て
は
、
猪
い
の
し
しが
ひ
ん

逃
げ
て
行
く
筋
を
ば
、
頭
の
中
で
勘
定
し
て
、
そ

う
し
て
、
そ
ん
マ
ブ
シ
ぃ
②
鉄
砲
を
ば
構か
ま

え
と
っ

て
、
狩
を
し
た
ち
ゅ
う
た
い
。
今
年
、
こ
れ
ま

で
ぇ
、
も
う
九
十
九
頭
撃う

ち
殺こ
れ

ぇ
た
よ
の
う
。
そ

う
し
て
、今
日
は
百
頭
め
③
じ
ゃ
ち
ゅ
う
こ
と
で
、

勇
ん
で
犬
を
ば
連
れ
て
、奥お
く

山や
め

ぇ
入
っ
た
と
た
い
。

そ
し
て
の
う
、
ど
け
ぇ
猪
の
寝
床
が
あ
っ
ち
ゅ
う

か
、ど
っ
ち
の
向
き
ぃ
猪
が
出
て
来
る
か
ど
う
か
、

ち
ゅ
う
と
こ
ろ
で
、
山
の
で
ぇ
ら
な
所
ぇ
④
鉄
砲

を
ば
構
え
て
お
っ
た
わ
け
た
い
。
そ
う
し
て
、
そ

の
猪
の
寝
床
を
ば
目
が
け
て
⑤
、
五
匹
ば
か
り
の

犬
を
ば
放
し
た
と
よ
の
う
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ
、

そ
の
日
ぃ
限
っ
て
た
い
、
吠ほ

え
る
声
⑥
の
一
つ
も

し
ゃ
あ
せ
ん
。「
キ
ャ
ン
」と
も
言
わ
ん
か
ら
、「
ど

う
も
今
日
は
お
か
し
い
の
う
」
と
、左
近
は
ま
ぁ
、

不ふ

審し
ん

に
思
っ
て
お
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
じ
ゃ
が
、

待
て
ど
暮
ら
せ
ど
、
犬
の
吠
え
る
声
一
つ
せ
じ
い

お
っ
た
と
い
う
こ
と
た
い
の
う
。そ
う
し
て
の
う
、

猪
の
出で

所ど
こ
ろを

、
山
の
で
ぇ
ら
な
所
ぇ
、
座
っ
て
待

ち
構
え
て
お
っ
た
と
こ
ろ
が
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
か

ら
、
何
か
人
影
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
来
た
と
た

い
の
う
。
そ
の
人
影
ぁ
峠
の
方
か
ら
、
ダ
ン
ダ
ン

ダ
ン
ダ
ン
、左
近
の
ね
き
ぃ
⑦
小
走
り
に
歩あ
り

ぃ
て
、

近
寄
っ
て
来
た
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
や
。
そ
う
し
て
左
近

の
ね
き
ぃ
、
あ
と
五ご

間け
ん

ち
ゅ
う
く
ら
い
の
所
ぇ
ま

で
来
た
と
よ
の
う
。左
近
が
、よ
く
せ
き
見
た
り
ゃ

あ
、
今
ま
で
ぇ
見
た
こ
と
も
ね
ぇ
よ
う
な
婆ば
ば

さ
ん

で
た
い
、
白し
ら
が髪
の
ウ
ッ
ポ
ロ
髪
⑧
を
ば
、
踵
き
び
す
の
と

こ
ろ
ま
で
長
う
し
て
た
い
、
目
ん
玉
は
え
ら
い
こ

と
ギ
ラ
ギ
ラ
光
り
し
ぃ
で
、
口
は
耳
の
根
き
ま
で

裂さ

け
て
お
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
の
う
。
左
近
は
、
今

ま
で
ぇ
見
た
こ
と
が
ね
ぇ
そ
の
婆
さ
ん
に
、
ひ
っ

魂た
ま
が消
っ
て
、
腰
が
抜
け
て
の
う
、
し
ゃ
が
み
込
ん

で
し
も
う
た
と
た
い
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ
、
そ
の

婆
さ
ん
は
、
左
近
を
睨に
ろ

う
で
、
真
っ
赤
ぇ
べ
ろ
を

ば
、
す
ん
べ
ぇ
⑨
出
ぇ
て
の
う
。「
ゲ
ラ
ゲ
ラ　

ゲ
ラ
ゲ
ラ
」
と
、
吠ほ

え
る
が
ご
と
し
て
、
笑
う
た

ち
ゅ
う
た
い
。
そ
う
し
て
左
近
は
、
婆
さ
ん
の
風ふ
う

体て
ぇ

⑩
が
お
ぜ
ぇ
⑪
、
今
ま
で
見
た
こ
と
が
ね
ぇ
よ

う
な
人
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
震ふ
り

ぃ
が
き
て
、
腰

が
抜
け
て
よ
の
う
、
そ
け
ぇ
座
り
込
ん
で
し
も
う

た
と
た
い
。
そ
う
し
て
婆
さ
ん
は
、
ど
げ
ぇ
し
た

か
ち
ゅ
う
と
、精せ
え
い
っ
ぱ
い

一
杯
、笑
う
た
か
と
思
う
た
り
ゃ

あ
、
雲
が
消
ゆ
る
ご
と
、
ど
け
ぇ
か
消
え
た
ち
ゅ

う
た
い
。
左
近
は
、
婆
さ
ん
を
見
て
の
う
、
ま
た

婆
さ
ん
か
ら
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
、
ち
笑
わ
れ
た
ぎ
り
、

腰
が
抜
け
て
、
狩
ど
こ
ろ
じ
ゃ
ね
ぇ
が
と
、
お
ぞ

う
な
り
、
這は

う
た
り
転こ

げ
た
り
し
て
た
い
、
や
っ

と
か
っ
と
め
ん
め
ぇ
方が
た

⑫
に
戻も
ど

っ
た
ち
ゅ
う
た

い
。
そ
う
し
て
戻
る
が
い
な
や
、「
は
よ
床
を
ば
、

敷し

ぃ
て
く
れ
ん
の
う
。俺お
り

ゃ
も
う
た
ま
ら
ん
ば
い
。

今
日
は
、
こ
う
い
う
婆
さ
ん
に
出
会
う
て
の
う
。

こ
う
こ
う
じ
ゃ
っ
た
、
あ
ぁ
じ
ゃ
っ
た
。」
ち
ゅ

う
て
、一
か
ら
十
ま
で
、家
族
の
者も
ね

ぇ
話
し
た
ち
ゅ

う
た
い
。そ
う
し
て
話
を
ば
し
よ
る
最
中
に
た
い
、

ガ
タ
ガ
タ　

ガ
タ
ガ
タ
ち
、
身
体
か
ら
震
ぃ
が
く

る
も
ん
じ
ゃ
る
け
ぇ
、
家
族
の
者
が
、「
何
か
飲

ま
ん
で
え
ぇ
や
。
何
か
食
い
て
ぇ
も
に
ゃ
あ
ね
え

や
ぁ
」
ち
ゅ
う
て
聞
い
た
り
ゃ
あ
、「
何
も
い
ら

ん
ど
も
、
水
だ
け
飲
ま
せ
て
く
れ
ん
や
」
ち
ゅ
う

て
、そ
れ
か
ら
七
日
め
に
、死
ん
で
し
も
う
た
ち
ゅ

う
た
い
。そ
の
婆
さ
ん
は
、確
か
山
や
ま
お
な
ご女

だ
っ
た
ち
ゅ

う
こ
と
た
い
の
う
。
後
で
思
う
に
は
よ
ぅ
。
左
近

が
猪
を
ば
、
九
十
九
頭
も
獲と

っ
て
、
そ
の
上
、
供

養
も
出
し
て
笑
う
た
か
、
ち
ゅ
う
と
、
左
近
の
生

き
血
を
吸
う
た
め
じ
ゃ
っ
た
、
ち
ゅ
う
こ
と
よ
の

う
。
狩
人
が
、
コ
ウ
サ
ギ
祭
り
⑬
も
せ
ん
で
、
獲

り
っ
放
し
に
獲
っ
た
か
ら
、山
女
に
化
け
て
出
て
、

生
き
血
を
吸
い
取
ら
る
る
。
そ
れ
も
、
山
女
が
笑

う
中う
ち

ぃ
逃
げ
り
ゃ
あ
よ
か
っ
た
じ
ゃ
ろ
う
け
ん
ど

も
、お
ぞ
け
ち
ぃ
と
っ
た
と
か
ぁ
、逃
げ
失う

せ
じ
ぃ

た
い
、
動
け
じ
ぃ
お
っ
た
と
た
い
の
う
、
そ
っ
で

と
う
と
う
う
ち
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
た
い
。

（
聞
き
手　

椎
葉
浪
子

　

西
南
学
院
大　

林
文
香
・
吉
田
扶
希
子
・

大
部
志
保
・
森
山
苑
子
・
宮
本
真
子
）

①
名
を
ゆ
う
＝
有
名
な

②
マ
ブ
シ
＝
猪
が
出
て
く
る
筋
道

③
百
頭
目
＝
山
の
神
は
、
一
年
に
狩
人
に
獲
ら
せ

る
猪
の
数
を
決
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
上
狩
人

は
獲
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
実
際
に
獲
れ
も
し

な
い
。
百
頭
は
、
神
を
恐
れ
ぬ
と
ん
で
も
な
い
数

で
あ
っ
た
。

④
で
ぇ
ら
な
所
ぇ
＝
ゆ
る
や
か
な
と
こ
ろ

⑤
猪
の
寝
床
目
が
け
て
＝
マ
ブ
シ
で
犬
が
猪
を
囲

む
の
を
タ
テ
リ
と
い
う
。

⑥
吠
え
る
声
＝
勢
子
た
ち
の
間
で
は
、
犬
の
吠
え

る
声
は
、
ウ
ゼ
リ
（
吠
え
る
前
の
ウ
ー
ウ
ー
）
と

ホ
エ
カ
タ
（
ワ
ン
ワ
ン
）
の
二
通
り
と
い
う
。

⑦
ね
き
ぃ
＝
側
に

⑧
ウ
ッ
ポ
ロ
髪
＝
ざ
ん
ば
ら
髪

⑨
す
ん
べ
ぇ
＝
い
っ
ぱ
い

⑩
風
体
＝
形
相

⑪
お
ぜ
ぇ
＝
恐
ろ
し
い

⑫
め
ん
め
ぇ
方
＝
自
分
の
家

⑬
コ
ウ
サ
ギ
祭
り
＝
狩
の
時
、
猪
に
殺
さ
れ
た
犬

を
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
棚
を
作
り
そ
の
上

に
石
を
枕
に
し
て
死
骸
を
寝
せ
て
木
葉
を
被
せ
て

や
っ
て
、
祭
る
。
そ
の
後
、
枕
石
だ
け
自
宅
近
く

に
持
ち
帰
り
、コ
ウ
サ
ギ
様
と
し
て
改
め
て
祭
る
。

旧
正
・
五
・
九
月
の
そ
れ
ぞ
れ
十
六
日
に
祭
る
。

猟
の
期
間
は
、
山
に
入
る
度
に
祭
り
、
猟
が
あ
れ

ば
、
御
幣
と
獲
物
の
心
臓
七
切
れ
を
供
え
る
。

椎
葉
の
民
話

「
山
女
と
狩
人
」

語
り
手　

椎
葉
頼
参
さ
ん

（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）

大
正
13
年
２
月
13
日
生
ま
れ
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林道笹の峠線が開通
　本村松尾地区と美郷町南郷区を結ぶ林道笹の峠線がこのほ
ど開通し、車で通行できるようになりました。県が森林整備と
林業振興を目的として開設工事に着手したのが平成３年。念願
の本村側５ｋｍを含む総延長21ｋｍの林道がつながりました。
　もともとこのルートは本村と神門（南郷）を結ぶ交易のための往還
道で、村民の生活物資が運ばれただけでなく、江戸後期には伊能
忠敬測量班の別隊が、明治41年には民俗学者の柳田國男も通っ
た道です。また、林道が通る山頂の「笹の峠」（標高1,340m）は一
等三角点が設置されるなど、晴れた日には延岡市や日向灘が見える
ほどの展望があり、多くの登山客が訪れています。地元住民からは
地域の発展につながる道路として大きな期待が寄せられています。

「楽らく村」がNPO法人としてスタート
　福祉作業所「楽らく村」（桑ノ木原、所員11人）が８年の活動
を経て、ＮＰＯ法人椎葉村在宅障害者の福祉を考える会（鈴木
克裕理事長）を今年７月に設立。これまでの運営事業を継続さ
せながら地域活動支援センターとして、障害者の自立支援を目
的とした幅広い活動を目指しています。
　９月30日、村開発センターで行われた設立祝賀会では、支援
者なども招いてＮＰＯ（特定非営利活動）法人について学ぶ研
修会や記念コンサートを開催。参加者は、同会の発展を願いな
がら将来の可能性が広がった法人設立を祝いました。今後、本
村における障害者福祉の充実につながる取り組みが期待されて
います。

各地で小学校運動会
　10月１日、村内の各小学校で運動会が行われました。あいに
く朝から小雨の降る天候で心配されましたが、開会式の後、子
どもたちの元気な声が響き始める頃には雨も上がり、どの小学
校でも無事に開催することができました。
　松尾小（赤木憲昭校長　児童32人）では徒競走やダンス、
団技など各学年の児童が団結して一生懸命に練習の成果を披
露。応援に訪れた家族や地域の方々も大きな声援を送っていま
した。また、地元児童館の園児や地域の方 と々のふれあい競技
も行われ、スポーツの秋にふさわしい笑顔あふれる楽しい運動
会となりました。

椎葉村婦人会がリレーで準優勝
　10月12日、県体育館（宮崎市）で平成18年度宮崎県婦人交
通安全体育大会が開催されました。この大会は、スポーツを通
した健康保持と体力増進、また地域や家庭における交通安全
の確立を目的に県地域婦人連絡協議会が主催。本村からも20
人の婦人会員が代表で出場しました。
　大会では交通安全に関連した団技「蛇行運転は危ないよ」な
どの種目が行われたほか、各市町村ごとで競い合ったリレーで
は本村チームがわずかの差で準優勝となりました。県内各地か
ら参加した婦人会員の方々は互いの親睦を図りながら、地域の
中で安心が求められる交通安全について認識を深めました。

▲設立祝賀会で行われた記念コンサート。

▲高齢者とのふれあい競技
「そろりそろりと急ぎましょう」（松尾小）

▲リレーで惜しくも２位。
大会を盛り上げた本村チームの皆さん。

カメラ さんぽ

▲素晴らしい展望と四季折々の風景が
楽しめる林道笹の峠線。
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▲九州から13人が出場し、入賞者が２人。
見事入賞した宇賀さん。

▲大阪公演で披露された大河内神楽
「かんしい」の勇壮な舞。

▲性教育などに対する意識改革を訴えた
小牟田氏の講演。

▲「絆太鼓」では心を一つにして演奏を披露。

「正調ひえつき節」で全国大会入賞
　10月12〜15日、両国国技館（東京都）で㈶日本民謡協会主催の
平成18年度民謡民舞全国大会が開催されました。同大会のメイン
は、各ブロック各県のグランドチャンピオン66人が競い合う内閣総
理大臣賞争奪戦（連合・春季大会代表戦）。本村から九州代表と
して宇賀邦雄さん（上椎葉下１）が正調ひえつき節で出場しました。
　同大会は、過去優勝者がプロ歌手になるなど全国の民謡名人が
揃う超難関の大会ですが、その中で見事７位入賞を果たした宇賀
さん。「九州代表として入賞でき面目は保てた。さらに満員の国技館
で正調ひえつき節が歌えたことは災害復興を目指す元気な椎葉村を
ＰＲできた。この大会で全国に仲間が増えたので、今後もひえつき
節の素晴らしさを発信していきたい」と今後の抱負を話していました。

大河内神楽が大阪公演
　10月14〜15日、日本民家集落博物館（大阪府豊中市）の開館50周年
を記念して椎葉神楽（大河内神楽）公演が行われました。同博物館は、
岩手県から鹿児島県までの民家11棟が展示されている野外博物館。
昭和34年に椎葉村から移築された「日向椎葉の民家（国指定重要文化
財）」も展示されていて、今回の神楽公演はこの民家で行われました。
　２日間で10番ほどの神楽が昔ながらの形式で行われ、まるで地元の
お祭りのような雰囲気の中、一公演で約200人の観客が来場。神楽を
真剣に見入っている人も多く大変好評でした。
　この民家は移築してから既に47年が経過。茅

かや

葺
ぶ

き屋根など建物の傷み
もひどく、来月から建物を解体しての修理工事が始まるそうです。国の補助事
業や一般寄付金などを受け、数年後の完成を目指しているとのことでした。

春夏秋冬　まるごと椎葉

椎葉村女性のつどい
　10月14日、村開発センターで椎葉村女性のつどいが開催されました。
これは村地域婦人連絡協議会（古川アヤ子会長）が主催したもので、同
会員など約190人が出席。大会テーマ「健全な青少年育成に向けて私た
ちに何ができるか　〜母として、祖母として、人として〜」のもと講演会
や出席者全員による合唱などを行いました。
　同会は地元活動のほか、子育て支援事業への協力など安心して暮らせる
地域づくりを目指しています。今回、宮崎県男女共同参画センター講師派遣
事業により、「思春期相談室リプロ」の小牟田久子代表（新富町在住）を招き、

「思春期の身体と性」と題した講演会を行いました。同氏は、中絶を含む死
産率が18年連続全国ワースト１である本県の状況を例にいろいろな問題点を
指摘。子どもの性教育や女性の権利保護の必要性を強く訴えました。

全員が一つに中学校文化祭
　10月22日、椎葉中と松尾中で文化祭が行われました。椎葉中
では「Let's make the best memory　〜全員の頑張りで同じ感
動を〜」をスローガンに掲げ、これまでの取り組みや学習の成果
を発表しました。会場には保護者や地域の方 も々多数訪れ、生
徒の熱意と才能あふれる研究発表や合唱、展示作品など盛りだ
くさんの内容に感動しながら見入っていました。
　両校の中学３年生にとっては最後の文化祭。もうすぐ受験を
控え学校生活も残り少なくなりましたが、この日のためにスロー
ガンどおり全員が一つになって取り組んできたことは、素晴らし
い思い出になることでしょう。
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お 知 ら せ

■相談専用電話番号
　☎０９８５−２２−３８５８
■問い合わせ先
　県女性相談所
　（☎０９８５−２２−３８５８）

ご存じですか　　 　
「税を考える週間」
　11月11日〜 17日までは「税を考
える週間」です。この週間は、国民
生活に深い関わりを持っている税に
ついて、その必要性及び使途や税
務行政の現状を分かりやすく説明
し、国民の皆様に国の基本となる
税に対する理解を深めていただく
ために設けられているものです。
　今年は、「少子・高齢社会と税」
をテーマとして、各種の広報・広
聴活動を行うことにしています。
■問い合わせ先
　延岡税務署
　（☎０９８２−３２−３３０１）

信頼される企業に退
職金制度あり！

　中退共制度（中小企業退職金制
度）は、中小企業で働く従業員の
ための外部積み立て型の国の退職
金制度です。
■メリット
①適格年金制度からの移行先です。
②掛金の一部を国が助成します。
③掛金は全額非課税です。
④管理が簡単です。
⑤掛金以外の経費がかかりません。
■問い合わせ先
　宮崎県労働政策課　労政福祉担当
　（☎０９８５−２６−７１０６）

重度障害者(児)医療費
公費負担事業が変わ
ります

　重度障害者(児)医療費公費負担
事業とは、重度障害者の負担軽減
を図るために、医療費の助成を
行っているものです。
　現在は、対象者となる重度障害

者の方が、医療機関で支払った額
について、市町村に助成を申請す
ることで、市町村から※1,000円
/月を超える額を還付しています。
■見直される内容
　入院については、現物給付にな
ります。現物給付とは、対象者は、
医療機関の窓口で、※1,000円/月の
自己負担額を支払えば、それ以上
の金銭的負担をせずに、医療給付
を受けることができるものです。な
お、外来については従来どおりです。
■実施時期　平成18年12月から実
施いたします。
■実施主体　各市町村
■助成対象者
・身体障害「身体障害者手帳所持

者（障害程度１級又は２級）」
・知的障害「重度の知的障害者（療

育手帳Ａ程度）」
・合併障害「身体障害者手帳所持

者（障害程度３級）、かつ中度の
知的障害者（療育手帳Ｂ１程度）」

■自己負担額　1,000円／月
　※非課税世帯は０円です。
■所得制限　老齢福祉年金に準じる
■助成方法・外来「従来どおり」
　　　　　・入院「現物給付」
■問い合わせ先
　村福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）

障害者相談事業が始
まります

　障害者や障害児の保護者のさま
ざまな相談に応じ、必要な情報の
提供や権利擁護のための援助をし
ます。日向市から専門相談員が来
ますので、障害者の方やその家族
の方、どなたでもお気軽にご相談
ください。なお、相談は無料です。
また、電話相談のほか要望があれ
ば自宅訪問も行います。
■相談場所
　村保健センター「すこやか館」
■相談日予定表
・身体（相談員　日向市障害者生

活支援センターあしすと）
　11月28日・12月26日・１月23日・

　２月27日・３月27日（毎月第４
　火曜日　10時〜 12時）
・知的（相談員　白浜学園）
　11月15日・12月20日・１月17日・
　２月21日・３月22日（毎月第３
　水曜日　10時〜 12時）
・精神（相談員　地域活動支援セ
　ンターはまゆう）
　11月14日・12月20日・１月12日・
　３月２日（13時30分〜 15時）
■問い合わせ先
　村福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）

募　　集
平成19年度児童館・
保育所入園申込につ
いて

　平成19年度の各児童館・保育所の
入園受付を次のとおり実施します。
■受付日時
　平成18年11月21日（火）
・児童館　午前９時〜午前10時
・保育所　午後３時半〜午後４時
■受付場所
　最寄りの各児童館、保育所にて
行います。
■対象児
　生年月日が平成13年４月２日か
ら平成16年４月１日まで（ただし、
保育所については生年月日が平成
16年９月30日までの幼児に対して
相談に応じます。）
■その他
・受付時に印鑑、保険証を持参く

ださい。
・現在入園中の園児で、平成19

年度も引き続き入園を希望する
場合も新たに申込をしてくださ
い。（申込用紙は各児童館、保
育所で配布します。）

・新入園児については、子どもさ
んと一緒に来て申込手続をして
ください。

■問い合わせ先
　村福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）
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Shiiba Information

お知らせ
11月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●広報Eメールアドレス
tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●10月1日現在
　男　　1,704人（−　3）
　女　　1,709人（−　5）
　計　　3,413人（−　8）
世帯数　1,277戸（−　2）

11月の納税について
　11月は、国民健康保険税（６期）
の納税月です。期限内（11月30日）
までに納付していただきますよう
お願いします。また、その他公共
料金等も納期内納付にご協力くだ
さい。
■問い合わせ先
　村税務住民課
　（☎６７−３２０５）

行政相談の開催に　
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時　12月12日（火）10時〜15時
■場所　椎葉村高齢者センター

製造事業所の皆様へ
「平成18年工業統計
調査」について

　経済産業省では、工業統計調査
を平成18年12月31日現在で実施し
ます。工業統計調査は、製造業を
営むすべての事業所を対象とし
て、その活動実態を明らかにする
ことを目的として調査します。調

査結果は、国や地方公共団体の行
政施策の重要な基礎資料として利
用されるとともに、企業、大学の
研究資料、小中学校の教材など広
く利用されているところです。
　調査にあたっては、本年12月か
ら来年１月にかけて調査員がお伺
いしますので、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。なお、皆
様から提出された調査票について
は、統計法に基づき調査内容の秘
密は厳守されますので、正確にご
記入をお願いします。
■お問い合わせ先
　村企画観光課
　（☎６７−３２０３）

夕暮れ時の「早めの
点灯」・「ピカピカ運動」
について

　毎年、秋から年末にかけて、夜
間、特に薄暮時に重大な交通事故
が多発する傾向にあることから、
早めの点灯と反射材の積極的な利
用を推進し、交通事故の防止を
図っています。
■期間
　平成18年10月１日〜 12月31日
■運動の重点
・運転者は「午後５時点灯、こま

めな切り替え及び速度の抑制」
・自転車利用者は「早めの点灯、

反射材の装着」
・歩行者は「目立つ服装及び反射

材の着用」
■実施機関
　宮崎県・宮崎県交通安全対策推
　進本部
　（☎０９８５−２６−７０５４）

11月は児童虐待防止
月間です

　子どもは、親の所有物ではあ
りません。親が「しつけ」という
理由で行っている行為であっても、
子どもに著しい苦痛を与えたり、
成長に悪影響を及ぼしたりする行
為は虐待です。大切なことは、子

どもの視点・立場で考えるという
ことです。社会から虐待をなくす
ためにも、「他人の子のことだから」
と無関心でいるのではなく、少し
でも気になることがあれば、迷わ
ず関係機関に通告しましょう。
　法務局では、子どもの人権に関
する問題を専門に扱う ｢子どもの人
権110番｣ を設置しています。なお、
児童虐待の通告は、児童虐待防止
法により国民の義務とされています。
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局
　｢子どもの人権110番｣
　（☎０９８５−２０−８７４７）

子どもに関する電話
相談「子ども・ほほえ
みダイヤル」について

　「子ども・ほほえみダイヤル」は、
県中央児童相談所に設置された電
話相談専用窓口です。選任の電話
相談員が親身になって子どもに関
する相談に応じています。夜間や
土日祝祭日も受付ていますので、
お気軽にご利用ください。
■受付期間　９：00 〜 24：00（通年）
■専用電話番号
　０９８５−２８−４１５２
　　　　　　　　　（よいこに）
■問い合わせ先
　県中央児童相談所
　（☎０９８５−２８−４１５２）

配偶者などからの暴
力に関する電話相談
について

　県女性相談所では、専任の女性
相談員が配偶者（夫・内縁の夫・
離婚した夫）や恋人からの暴力

（ＤＶ＝ドメスティックバイオレ
ンス）などさまざまな問題で悩ん
でいる方からの相談に応じていま
す。秘密は厳守しますので、ぜひ
ご相談ください。
■受付時間
・平日（月〜金）　９：00 〜 20：30
・土日　　　　　９：00 〜 15：00

お 知 ら せ
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連
し
て
い
て
陣
中
で
舞

わ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
踊
り

の
手
順
は
、
人
を
集
め
る
道
鏡
か
ら
始
ま

り
、
出
兵
の
内
容
が
踊
り
の
各
部
分
に
入

る
静
と
動
の
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
小
園
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会
の
手

に
よ
り
受
け
継
が
れ
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

門
川
町
観
光
協
会

　
（
☎
０
９
８
２

－

６
３

－

１
１
４
０
）

日
向
東
臼
杵

　

南
部
圏
域
情
報

｢
門
川
神
社
大
祭｣

　

宮
崎
県
統
計
協
会
で
は
、
平
成
19
年

用
宮
崎
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
の
受
付

を
始
め
ま
し
た
。
仕
事
や
日
常
生
活
に

役
立
つ
情
報
満
載
で
、
使
い
や
す
い
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
す
。
価
格
は
１
冊

５
０
０
円
。
椎
葉
村
で
は
、
各
組
合
長

を
通
じ
て
購
入
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
れ
ぞ

れ
各
組
合
ご
と
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　

平
成
18
年
11
月
30
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
購
入
先

　

企
画
観
光
課
（
☎
６
７

－

３
２
０
３
）

暮
ら
し
に
役
立
つ

｢

平
成
19
年
版

　

宮
崎
県
民
手
帳｣

購
入
申
込
に
つ
い
て
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《
特
選
》

稲
刈
機
観
光
バ
ス
と
す
れ
ち
が
ふ	

那
須　
　

正

［
評
］�

道
幅
の
狭
い
所
で
、
い
わ
ば
朴ぼ

く

訥と
つ

と
瀟し

ょ
う
し
ゃ洒が
す
れ
違
う
。
一
つ
は
労
働
、
も
う
一

つ
は
娯
楽
の
た
め
に
通
行
し
て
い
る
の
だ
。
日
常
よ
く
見
か
け
る
こ
と
だ
が
作
者

の
思
い
は
深
い
も
の
が
あ
る
。

名
月
や
一
笛
あ
ら
ば
酒
う
ま
し	

小
丸
川
河
童

［
評
］�

今
年
の
大
阪
の
中
秋
の
名
月
は
、
少
し
雲
を
配
し
て
立
派
だ
っ
た
。
掲
句
は
既

に
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
嫋じ
ょ
う
じ
ょ
う嫋
た
る
笛
の
音
を
聞
き
た
い
と
言
う
。

分
か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
や
や
古
風
に
過
ぎ
な
い
か
。
河
童
君
。

今
日
の
月
村
の
隅
々
ま
で
照
ら
す	

山
本　

和
枝

［
評
］�

満
月
の
夜
は
ま
る
で
昼
の
よ
う
と
表
現
す
る
。
家
な
ら
ば
軒
下
ま
で
、
道
な
ら

ば
草
ま
で
も
月
光
あ
ま
ね
し
。
屋
根
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
族
が
憩
い
の
時
を

過
ご
す
の
だ
。
平
和
な
る
椎
葉
の
村
の
秋
。

《
入
選
》

牧
舎
見
ゆ
る
阿
蘇
高
原
や
鹿
の
声

中
瀬　
　

汀

ゆ
っ
た
り
と
鷺
あ
ゆ
み
ゐ
る
暮
れ
の
秋

〃

鈴
虫
の
声
聴
き
な
が
ら
針
仕
事

椎
葉
シ
ヅ
子

九
州
の
屋
根
明
る
く
て
月
今
宵

〃

秋
彼
岸
墓
地
へ
つ
づ
け
る
坂
の
道

山
本　

和
枝

白
々
と
夜
明
く
る
空
に
残
る
月

〃

山

里

の

道

案

内

に

彼

岸

花

那
須　

瑞
穂

奥
山
へ
友
を
呼
び
ゐ
る
鹿
の
声

〃

稲
架
け
の
棚
田
の
景
色
か
は
ら
ざ
る

黒
木
八
重
子

里
住
み
は
茸
ご
は
ん
の
夕
べ
か
な

〃

天
日
う
け
ず
し
り
と
重
き
稲
穂
か
な

山
茶　

之
実

い
わ
し
雲
母
校
湖
底
に
五
十
年

那
須　
　

正

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
10
月
14
〜
15
日
、
大
阪
府
豊
中
市
で
行
わ
れ
た

椎
葉
神
楽
公
演
を
本
紙
し
い
ば
俳
句
会
の
選
評
な

ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
角
光
雄
先
生
ご
夫
妻

（
大
阪
府
枚
方
市
在
住
）
も
見
学
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
電
話
で
感
想
を
伺
っ
た
際
に
「
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
。
椎
葉
に
行
っ
て
直
接
見
て
み
た
い
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
何
百
年
も
受
け
継
が

れ
て
来
た
独
特
の
雰
囲
気
と
山
々
に
響
く
太
鼓
と

笛
の
音
。
今
年
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
正
） E

d
ito

r's C
o

m
m

en
t

｢

み
ん
な
の
声｣

を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
椎
葉
へ
の
想

い
、｢

広
報
し
い
ば｣

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
企
画
観
光
課　

｢

広
報
し
い
ば｣

係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

０
９
８
２

−

６
７

−

２
８
２
５
）

　

大
河
内
渓
谷
の
紅
葉
。
今
年
は
台
風
被

害
も
な
か
っ
た
せ
い
か
、
昨
年
よ
り
葉
が

多
く
残
っ
て
見
応
え
の
あ
る
紅
葉
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
村
内
各
地
の
名
所
で
は
カ

メ
ラ
を
手
に
し
た
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪

れ
、
自
然
が
描
き
出
す
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
目
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
紅

葉
が
終
わ
る
と
も
う
す
ぐ
冬
で
す
。

今月の表紙  Cover Message

BOOK  CORNER

「高野優の育児ガチンコ宣言！」
高野　優（講談社）

　

母
は
悩
む
！　

現
役
マ
マ
の
本
音
炸

裂
・
・
エ
ッ
セ
イ
＆
マ
ン
ガ
！

ぴ
よ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
「
お
や
す

み
な
さ
い
」
を
言
い
た
く
な
る
し
か
け

が
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
絵
本
。
寝
る
前

の
読
み
聞
か
せ
に
ぴ
っ
た
り
。

　

新
聞
を
読
ん
で
し
あ
わ
せ
に
な
る
！

全
国
か
ら
届
い
た
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
の
集
大
成
（
椎
葉
村
の
記
事
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

Ｈ
Ｎ
Ｋ
「
お
は
よ
う
日
本
」
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
10
歳
で
脳
腫
瘍
の
発
病
。

車
い
す
で
通
っ
た
学
校
。
少
女
が
綴
っ

た
命
の
詩
と
絵
の
記
録
。
こ
の
本
の
中

の
詩
に
は
、
生
き
る
こ
と
へ
の
素
直
な

気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

「ぴよちゃんのおやすみなさい」
いりやま　さとし（学研）

「心がぽかぽかするニュース」
（社）日本新聞協会

「いのちのいろえんぴつ」
豆島　加純（教育画劇）

■ここで紹介した本は、村開発センター図書室で貸し出しています。（教育委員会　☎６７-２８５０）
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■発行／宮崎県椎葉村　☎ 0982-67-3111　
■編集／企画観光課　☎ 0982-67-3203・ＦＡＸ 0982-67-2825
■印刷／㈲ソーゴーグラフィックス

椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
広報Eメールアドレス　tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

　カエデ科カエデ属。椎葉の紅葉も本格的になる11
月です。明るい森林の中下層で、橙色や黄色に色づ
くカエデの代表がオオモミジです。本種とよく似た
庭園に植栽されるイロハカエデより葉が大型で、葉
の縁には小さくて比較的そろったギザギザ（鋸

きょ

歯
し

）
が並んでいます。紅葉時に赤変するカエデが多い
のですが、本種はきっと赤色系色素のアントシア
ンの含有量が少ないため黄葉するのでしょう。特に
葉が細長く深く裂けたものをフカギレ（深切れ）オ
オモミジと区別しますが、本村ではこれら2種をひ
とまとめにして「はなもみじ」と呼んでいます。夏
から秋にかけてプ
ロペラのような果
実が葉下に垂れ下
がります。樹高約
10m、幹の直径30
〜 40cmぐらいま
で成長し、九州か
ら北海道までの冷
涼な環境の温帯林
に生育する日本固
有種です。近年は
鹿による食害で小
さな木は山中では
見られなくなりま
した。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

オオモミジ
49

未来にはばたけ！

物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」
の
商
品
紹
介

お
す
す
め
の
一
品

■
生
産
者

菓
子
加
工
グ
ル
ー
プ
秋
桜

■
価
格
と
内
容

・
１
個
（
90
ｇ
入
）　

３
２
０
円

　

椎
葉
村
の
高
冷
地
で
育
っ
た
イ
チ
ゴ
と
宮
崎
県
産
の

ヘ
ベ
酢
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
コ
ク
の
あ
る
甘
酸
っ
ぱ
い

ジ
ャ
ム
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
酸
味
が
効
い
て
さ
っ
ぱ
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
パ
ン
な
ど
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
販
売
先

椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」

　
（
☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
３
９
）

　
（
ＦＡＸ
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
４
４
）

「高冷地いちごジャム」

桑原　朱
しゅ

李
り

　ちゃん
（桑ノ木原）

平成16年10月29日生まれ
おとうさん：崇さん
おかあさん：恵さん

アンパンマンが大好きな甘えん坊さん
です。お姉ちゃんたちに負けないよう
な元気で優しい男の子でいてください。

椎葉海
み

祥
さ

稀
き

　ちゃん
（上椎葉中２）

平成16年12月13日生まれ
おとうさん：芳満さん
おかあさん：恵利佳さん

椎葉の民謡ひえつき節を唄うのが
大好きです。これからもお兄ちゃ
んと仲良く元気に育ってね！

Face in　November

那須　雅志さん （28歳：十根川）

勤務先：那須牧場（自営）

趣　味：カラオケ・牛を見ること

椎葉に帰ってきて４年。和牛
120頭（親牛70頭・子牛50頭）
を牧場で飼育していますが、
現在牛舎を増築中。今後さら
に増やしていきたいと考えて
います。皆さん、見晴らしの
よい那須牧場へ遊びに来ませ
んか！たくさんの牛とゴール
デンレトリバーのジャックが
お待ちしています。


